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範囲の拡大・ 
共通化 

個人視点から組織
視点へ 

企業 
活用 

経営戦略、ビジネスモデルに
合った仕組みの構築 

範囲の拡大・ 
共通化 

i CDの概観 
    （2014年7月31日公表） 

CCSF 
2012/3 

ITSS 

UISS 

ETSS 

実在人物イメージ 期待人材像 対仕事面のスキル 対人面のスキル 育成上の課題

プロフェッショナル

全体的な業務、関連部門が
複数にわたる業務、高い確実
性が求められる業務を主体と
なって推進するレベル

エキスパート

実績に裏打ちされた独自の専
門スキルを活かし、担当業務
をリードするレベル。発見され
た業務上の課題を最適な解
決策をもってリードするレベル

リーダー

専門スキルを活かし、担当業
務の主要メンバーとして遂行
するレベル。独力で業務上の
課題を発見し、自らのスキル
を活かして解決するレベル

サブリーダー

限定的、部分的な業務を独力
で遂行するレベル。上位レベ
ルの指導下で業務上の課題
発見と解決を行うレベル
アシスタント

基本的な業務については、一
部を上位レベルのサポートを
受けながら遂行できるレベル

エントリー

上位レベルのサポートを受けな
がら限定された業務を遂行す
るレベル

Ⅰ

Ⅵ

顧客の経営戦略や事業戦略を正確に理解し、課題を特定し
て解決策をシステム化構想、システム化計画に落とし込む。
顧客の業界や技術のトレンドを踏まえ、課題解決＋α（付加
価値、他社差別化等）を提案し、顧客満足を得る。

顧客の経営戦略や事業戦略を理解し、課題を特定・分析し、
情報システムの観点から解決策を提言することができる。
顧客のビジネスモデル策定に対して、専門知識や経験から提
言を行い、システム化構想、システム化計画に落とし込むこ
とができる。
顧客と同等の業界知識、業務知識を有する。
テクノロジーやアーキテクチャの動向を把握し、業界のトレンド
の技術の実現性や有効性を検証して、システムに取り入れる
ことができる。

顧客の事業部門責任者と適切な2Wayコミュニケーションを築
き、高い信頼を得ることができる。
高度なコミュニケーション、ネゴシエーションを発揮して、社内
の関係者をリードすることができる。

顧客のビジネスモデルを理解し、システム化構想、システム
化計画を検討することができる。
業務の遂行上、必要最低限の業界知識、業務知識を有する
とともに、不足する知識を補うことができる。
顧客の業界で普及しているテクノロジーやアーキテクチャを把
握し、実現性や有効性を検証することができる。

関係者に対して、論理的・合理的な説明を行い、必要に応じ
て説得的なアクションをとることができる。
業務遂行や情報収集等に必要な社内外の関係者を把握し、
コミュニケーションをとることができる。

Ⅱ

Ⅲ

システム
コンサルタント

＜顧客システムの企画・提案＞
市場環境や最新の技術動向、顧客の業界動向を踏まえ、 セールス、アプリケーションスペシャリス、ITスペシャリストなどと協業しながら、顧客の新たなビジネスモデルの策定、システム化構想の立案、実現方式の検討、システム化計画の
立案を主導する。

ＩＴスキルに加え、顧客の
業界知識、業務知識の
習得が求められる。ま
た、財務会計・管理会
計、労務管理、関連法律
等、事業経営全体にか
かわる知識の習得や公
的資格の取得が望まし
い。

Ⅴ

顧客の経営上、ビジネス遂行上の課題を理解し、解決策をシ
ステム化構想、システム化計画に落とし込む。
顧客の課題を解決するために最適なソリューションを提案す
る。

顧客の経営上、ビジネス遂行上の課題を理解し、情報システ
ムの観点から解決策を提言することができる。
顧客のビジネスモデルを理解し、システム化構想、システム
化計画に落とし込むことができる。
顧客と同等の業界知識、業務知識を有する。
顧客の業界で普及しているテクノロジーやアーキテクチャを把
握し、実現性や有効性を検証して、システムに取り入れること
ができる。

関係者の利害関係などの複雑な環境を構造的に捉えて、常
にリスクに先回りした交渉を実行することができる。
顧客の事業担当者と適切な2Wayコミュニケーションを築き、
高い信頼を得ることができる。

Ⅳ
ソリューション提案（戦略立案）、システム化構想立案、システ
ム化企画にコンサルタントの一員として参画する。
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言を行い、システム化構想、システム化計画に落とし込むこ
とができる。
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テクノロジーやアーキテクチャの動向を把握し、業界のトレンド
の技術の実現性や有効性を検証して、システムに取り入れる
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プロフェッショナル

全体的な業務、関連部門が複数にわたる業務、高い確実性が求められる業
務を主体となって推進するレベル

エキスパート

実績に裏打ちされた独自の専門スキルを活かし、担当業務をリードするレベ
ル。発見された業務上の課題を最適な解決策をもってリードするレベル

リーダー

専門スキルを活かし、担当業務の主要メンバーとして遂行するレベル。独力で
業務上の課題を発見し、自らのスキルを活かして解決するレベル

サブリーダー

限定的、部分的な業務を独力で遂行するレベル。上位レベルの指導下で業
務上の課題発見と解決を行うレベル

アシスタント

基本的な業務については、一部を上位レベルのサポートを受けながら遂行で
きるレベル

エントリー

上位レベルのサポートを受けながら限定された業務を遂行するレベル
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名称 発行団体 

情報処理技術者試験シラバス 情報処理推進機構（IPA） 

ITスキル標準（ITSS） V3 2011 情報処理推進機構（IPA） 

ITスキル標準 プロフェッショナルコミュニティ（ITスペシャリスト） 情報処理推進機構（IPA） 

情報システムユーザースキル標準（UISS） Ver.2.2 情報処理推進機構（IPA） 

組込みスキル標準（ETSS） 2008 情報処理推進機構（IPA） 

共通キャリアスキルフレームワーク（CCSF） 知識体系 情報処理推進機構（IPA） 

情報専門学科におけるカリキュラム標準（J07） 情報処理学会 

ビジネスアナリシス知識体系ガイド（BABOK） 第1.2版 International Institute of Business Analysis（IIBA） 

要求工学知識体系（REBOK） 第１版 情報サービス産業協会（JISA） 

Strategy and Analysis Body Of Knowledge（SABOK） 日本ITストラテジスト協会 

ソフトウェア工学知識体系ガイド（SWEBOK） 2004 IEEE/ACM 

プロジェクトマネジメント知識体系ガイド（PMBOK） 第４版 Project Management Institute（PMI） 

ITIL V3 itSMF Japan 

ソフトウェア品質知識体系ガイド（SQuBOK） Ver1.0 日本科学技術連盟 

データ管理知識体系ガイド（DMBOK） 第１版 DAMAインターナショナル 

CBK (ISC)2 Japan 

i CD 
2014/7 

 

主要BOK, プロセスなど 

個人 
活用 

タスクを中心とした 
仕組み 

教育 
関係 

スキルアップ目標の明確化と 
計画の立案・実施 

スキル・タスクに直結した 
教育プログラムの提供 

タスクを中心 
とした仕組み 

文化の 
チェンジ！ 
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2014年12月5日 スキル標準ユーザーズカンファレンス 
                                                                                                                 at 目黒雅叙園 
 ▪ 講師の思いが熱い 
▪ 非常にわかりやすかった 
▪ 推進方法が理解できた 
▪ 重要なポイントがよく理解できた 
▪ 是非導入に向けた相談がしたい 
▪ タスクとスキルの関係がよくわかった 
▪ わかりやすい表現のプレゼンだった 
▪ タスク中心にされた理由が理解できた 
▪ iCDについて今後検討していこうと思う 
▪ 導入の道筋がすっきり見えたように思う 
▪ CCSF運用中。iCDの導入も考えてみたい 
▪ iCDの活用方法について分かり易く説明頂いた 
▪ 毎回楽しみにしている。わかりやすいことが一番 
▪ 再構築中のため、自身の作業のふり返りができた 
▪ どうやってiCDを活用していったらよいか参考になった 
▪ 通常の業務に直結して考えられるようになって理解できた 
▪ iCD導入と活用の勘どころがとてもわかりやすく、理解できた 
▪ 参考になったが、内容が盛りだくさんすぎて消化しきれなかった 
▪ 具体的な進め方のポイントがわかりやすく、自社でも出来そうだった 
▪ 各ステップの詳細な説明を聞くことができ、以前より理解が深まった 
▪ iCDの有用性が再確認できた。導入に向けて、活動を継続したい 
▪ CCSFより洗練され使いやすくなったと感じた。導入検討してみたいと思う 
▪ 非常にわかりやすい活用セミナーだった。具体的ステップが見えた気がする 
▪ 進化したiCDがよくわかった。戦略を明確にするプロセスがあると最高である。 
▪ iCDについて振り返り学習ができ、情報を整理でき、今後の展開の参考になった 
▪ スキル標準策定の勘どころが具体的に提示され、自社でも導入できる気がしてきた 
▪ わかりやすくなった。今回の内容を参考に当社で作成しているものを調整しようと思う 
▪ わかりやすかった。自社用にカスタマイズをうまくできれば形骸化しないで利用できると思った 
▪ タスク中心に企業の事業計画を落とし込んで作っていくものであることが理解でき、使えるものである印象を持った 3 3 

『「iコンピテンシ ディクショナリ」の概要と企業活用の勘所』 
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タスク 
ディクショナリ 

    
    

ビジネス 
成果 

学習 

研修・教材等
の学習素材 

タスク 
遂行による
成果創出 

タスクの実行を 
通じたスキル向上 

テクノロジ 

関連知識 

メソドロジ 

ITヒューマンスキル 

タ
ス
ク
の
遂
行
に
発
揮 

スキル 
ディクショナリ 

ITビジネス活動の各局面で発揮される技
術、方法論、専門知識等 

ITビジネス活動の様々な局面で頻繁に 
発揮される能力 

IT専門スキル群 

 タスクとスキルの関係 

4 
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タスクプロフィール 

タスクフレームワーク 

タスク一覧 

各タスクの属性情報（特性、特徴） 

※タスクディクショナリの把握と保守（タスク追加・更新時の
整理）のためのコンテンツ  

※タスクディクショナリの把握と活用（タスクの選択、役割の 
定義等）のためのコンテンツ 

タスクディクショナリの構成 

5 
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タスクフレームワーク 

6 
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「課される“仕事”」：組織、個人に求められる機能や役割。 4階層のモデルで整理、体系化したもの。 

大分類 中分類 小分類 評価項目 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

約50分類 約200分類 約500分類 約2000項目 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

1) ITビジネスにかかわる主要プロセス体系（左欄：出自参照）との参照性を高め、MECEに整理 
2) ビジネスモデル、業態、開発手法等の観点で、必要なタスクセットをモデル化（タスクプロフィール） 
3) 個人がタスク遂行実績を評価する項目（第四階層：約2000項目）を付加 

・CCSF 
 ・SLCP2013 ・COBIT5 ・ESPR2.0 
・ITILV3 ・CRISP-DM  他 

タスク一覧の構造 

特色 参照元 

7 
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タスク一覧 （抜粋） 
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目的と用途 
  ①タスク理解、識別（フラグ） 

  業務、システム種別、開発方式等、タスクの種類や特性をあらわす属性情報（フラグ）。 
  i コンピテンシ・ディクショナリ利用者が、各タスクの意味を理解し、識別するためのもの。 

  ②用途別  

   ・ビジネスタイプ（タスクセット） 
  ビジネスタイプ別のタスクセット。 
  自組織の業態に最も近いタスクセットをもとに、自組織のタスク領域の見当をつけるためのもの。  
 
 ・新人材像（タスクセット） 
  変化するビジネスに対し、新しい人材像モデルに必要とされるタスクセットを示すもの。 

用途別 ビジネスタイプ タスク理解、識別用 用途別 新人材像 

クラウド データ 
サイエンス セキュリティ 

プログラ
ム 

マネジメ
ント 

9 

タスクプロフィール  
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タスクプロフィール × タスク（抜粋） 

組み合わせにより、目的により近い 
タスクセットを探すことが可能に 

10 

タスクプロフィール  
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スキルディクショナリの構成 

高 低 広 

狭 
企業固有スキル（ビジネス・関連業務）※ 

テクノロジ 

メソドロジ 

ITヒューマンスキル 

関連知識 

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
／
企
業
活
動
／
法
規
・
基
準
・
標
準 

創造力／実行・実践力／コミュニケーション力 

 
・情報処理技術者試験 
シラバス（IPA） 

 
・ITSS V3 2011（IPA） 
 
・ITS（IPA） 
 
・UISS Ver.2.2（IPA） 
 
・ETSS 2008（IPA） 
 
・CCSF BOK（IPA） 
 
・J07（情報処理学会） 
 
・BABOK 第1.2版
（IIBA） 

 
・REBOK 第１版（JISA） 
 
・SABOK 
（日本ITｽﾄﾗﾃｼﾞｽﾄ協会） 
 
・SWEBOK 2004
（IEEE/ACM） 

 
・PMBOK 第４版（PMI） 
 
・ITIL V3（itSMF 

Japan） 
 
・SQuBOK Ver1.0 
（日本科学技術連盟） 
 
・DMBOK 第１版
（DAMA） 

 
・CBK（ISC² Japan） 
 

IT業界固有性 

利
用
対
象
領
域 

保守・運用 
ITサービスマネジメント業務管理技術 
ITサービスオペレーション技術 
システム保守・運用・評価 
障害修理技術 
施工実務技術 
ファシリティ設計技術 
サポートセンター基盤技術 
 
 
 
 

開発 
システムアーキテクティング技
術 
システム開発管理技術 
 
 

非機能要件   
非機能要件（可用性、性能・拡張性） 
セキュリティ技術（基礎、構築、利用） 

組込み・制御 
組込み技術（基礎、構築、利
用） 
ディジタル技術 
ヒューマンインターフェース技
術 
マルチメディア技術 
グラフィック技術 
計測・制御技術 
 
 
 
 

共通技術 
IT基礎 
ナレッジマネジメント技
術 

システム（基礎、構築、利用）   

Webシステム 
プラットフォーム  
ネットワーク  

ソフトウエア 
データベース 
ハードウェア   

戦略分野 

企画分野 
システム企画立案手法  
セールス事務管理手法 

実装分野 

利活用分野 

アーキテクチャ設計手法           
ソフトウェアエンジニアリング手法 
カスタマーサービス手法 
業務パッケージ活用手法 

データマイニング手法 
見積り手法 
プロジェクトマネジメント手法 
 

要求分析手法 
非機能要件設計手法 

サービスマネジメント 
サービスの設計・移行 

サービスマネジメントプロセス 
サービスの運用 

支援活動分野 
品質マネジメント手法 
リスクマネジメント手法 
ITガバナンス 

資産管理手法 
ファシリティマネジメント手法 
事業継続計画 

システム監査手法 
標準化・再利用手法 
人材育成・教育・研修 

市場機会の評価と選定 
マーケティング 
製品・サービス戦略 
販売戦略 
製品・サービス開発戦略 
システム戦略立案手法 
コンサルティング手法 
業務動向把握手法 

参照元 
 名称（発行団体） 

※ 企業固有スキルは、個々の企業が自社のビジネスや業務の遂行に必要なスキルを独自に定義する。 
11 
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カテゴリ 分類 スキル項目 知識項目 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

5分類 約90分類 約400分類 約8000項目 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

1) IT業務に必要なスキルと知識を、主要なBOKに基づき網羅的に構造化して提示 
2) 大分類はテクノロジ、メソドロジ、関連業務、ITヒューマンスキル、ビジネスその他（ユーザ領域）の5分類から構成 
3) 情報処理試験の「午前の出題範囲」に準じた整理体系 

特色 

「タスク遂行のための素養」：タスクを支える能力（スキルや知識）を体系化したもの。スキル3階層と知識項目 
から構成される。 

ITスキル・知識の構造 

12 
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名称 発行団体 

情報処理技術者試験シラバス 情報処理推進機構（IPA） 

ITスキル標準（ITSS） V3 2011 情報処理推進機構（IPA） 

ITスキル標準 プロフェッショナルコミュニティ 
（ITスペシャリスト） 

情報処理推進機構（IPA） 

情報システムユーザースキル標準（UISS） Ver.2.2 情報処理推進機構（IPA） 

組込みスキル標準（ETSS） 2008 情報処理推進機構（IPA） 

共通キャリアスキルフレームワーク（CCSF） 知識体系 情報処理推進機構（IPA） 

情報専門学科におけるカリキュラム標準（J07） 情報処理学会 

ビジネスアナリシス知識体系ガイド（BABOK） 第1.2版 International Institute of Business Analysis（IIBA） 

要求工学知識体系（REBOK） 第１版 情報サービス産業協会（JISA） 

Strategy and Analysis Body Of Knowledge（SABOK） 日本ITストラテジスト協会 

ソフトウェア工学知識体系ガイド（SWEBOK） 2004 IEEE/ACM 

プロジェクトマネジメント知識体系ガイド（PMBOK） 第４版 Project Management Institute（PMI） 

ITIL V3 itSMF Japan 

ソフトウェア品質知識体系ガイド（SQuBOK） Ver1.0 日本科学技術連盟 

データ管理知識体系ガイド（DMBOK） 第１版 DAMAインターナショナル 

CBK (ISC)2 Japan 

ITスキル・知識 参照BOK一覧 

13 
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ITスキル・知識 （抜粋） 
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ステーク

ホルダ分

析

シナリオ・

ユーザス

トーリ利

用技術

ユース

ケース利

用技術

ビジネス

モデリン

グ技術

データモ

デリング

技術

概念モデ

リング技

術

ビジネス

ルール分

析技術

組織モデ

リング技

術

プロセス

中心アプ

ローチ技

術

データ中

心アプ

ローチ技

術

オブジェ

クト指向

分析設計

技術

モデル駆

動アーキ

テクチャ

利用技術

クラウド

アーキテ

クチャ設

計技術

構造化分

析設計技

術

システム

インター

フェース

設計技術

視覚デザ

イン、操

作性の設

計技術

情報収集 ○ ○ ○ ○ ○

システム化対象・目的の

決定
○ ○ ○ ○

要求事項の分析・調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

システム方式設計 ○ ○ ○ ○ ○

システム方式の決定 ○ ○ ○ ○ ○

外部設計/アプリ要件、サ

ブシステムの定義

外部設計/ユーザインタ

フェース設計
○ ○

アプリ基盤の設計 ○ ○ ○ ○ ○ ○

内部設計/機能分割・構

造化
○ ○ ○ ○ ○ ○

内部設計/入出力詳細設

計
○ ○

DB・論理データ設計

業務プロセスの
設計

業務プロセスの詳細設計

システム要
件定義

システム開
発・構築

システム化要件
の定義

システム・アー
キテクチャ設計

ソフトウェア要求
分析

ソフトウェア方式
設計

ソフトウエア設計技術基本設計技術要求分析技術

メソドロジ系

タスク

技術

スキル小分類（ 約400） 

タスク 
小分類 
（約500） 

あるタスクを遂行するために必要なスキルは、タスク・スキル関係表（下図）に基づいて確認することができる。 
タスク・スキル関係表は、タスク小分類とスキル小分類を関係づけて構築している。 

 タスクとスキルの関係 

15 
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    仮説設定力     問題分析力  問題発見力 

情報の獲得や更なる情報の要求や内容の確認、他者へ情報提供 
他者に影響を与えたり協働への引導する能力 

状況を認知して問題を発見し、見極め、解決案を策定する 
「価値創造プロセス」を着実に遂行する能力 

実行・実践力 

コミュニケーション力 

創造力 

俯瞰力 深耕力 

効果を上げるために、実行・実践環境
や状況を適切に捉える能力 

効果的継続の実行と新しい取り組み
や新領域へ挑戦する能力 

革新力 継続力 

相手の考えを理解する力 

共感を呼ぶ力 

自分の考えを伝える力 

複雑な状況や問題に対して、論理的思考により 
概念の形成、判断の構築、命題設定を行う能力 

概念化力 論理思考力 

ITヒューマンスキルの構成： ３つの分類 

16 

ITヒューマンスキル 
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問題発見力 
問題分析力 
仮説設定力 

論理思考力 
概念化力 

相手の考えを理解する力 

自分の考えを伝える力 

共感を呼ぶ力 

深耕力 

継続力 

俯瞰力 
 

革新力 
実行・実践力 

創造力 

価値の創造・問題解決のプロセス要素（状況認知、発見） 

価値の創造・問題解決プロセスの補助（概念の形成） 

価値の創造・問題解決プロセスの補助（判断の構築・命題設定） 

情報の獲得・確認・出力・交換（獲得・確認） 

業務の遂行（適切な選択・実行をするための全体把握） 

業務の遂行（適切な選択・実行をするための細部探求） 

業務の遂行（新しい領域への働きかけ） 

業務の遂行（実行・実践のモチベーションための自己制御） 

価値の創造・問題解決のプロセス要素（分解・統合処理） 

価値の創造・問題解決のプロセス要素（予測・検証） 

情報の獲得・確認・出力・交換 （出力・交換） 

情報の獲得・確認・出力・交換を通じた他者への影響・協働への引導 

コミュニケーション力 

ITヒューマンスキル体系 

17 
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タスク・スキル・教育プログラム・資格の関係 

スキルディクショナリ 

タスク 
大分類 

タスク 
中分類 

タスク 
小分類 

顧客の事業戦略
把握 

要求（構想）の確認 … 

… 
IT製品・サービス
戦略策定 

市場動向の調査・
分析・予測 

… 

… 
ＩＴ製品・サービス戦
略の策定 

… 

… 

… 

企業のタスク構成 

連係 

スキル 
分類 スキル項目 知識項目 

(システム）ソフ
トウェアの基礎
技術 
 

ソフトウェア構築の基
礎知識 … 

ソフトウェア設計の基
礎知識 … 

プログラミング … 

(システム）ソフ
トウェアの構築
技術 

システム開発の概念
と方法論 … 

システム開発のアプ
ローチ … 

教育プログラム 

IT資格・試験 

連係 選択 

IT技術者の 
スキル一覧 

スキル分類 スキル項目 

資格試験 

○
○
技
術
者

 
試
験

 

△
△
技
術
者

 
試
験

 

□
□
技
術
者

 
試
験

 

(システム）ソフトウェアの
基礎技術 
 

ソフトウェア構築の基
礎知識 

◎ 

プログラミング ◎ 

オープンソフトウェア ◎ 

(システム）ソフトウェアの
構築技術 

システム開発のアプ
ローチ ○ 

連係 

18 
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活動領域 
分析 

機能分析 
スキルセット 

構築 

人材モデル 
策定 

現状把握/ 
ギャップ分

析 

人材育成 
計画策定 

人材育成 
計画実施/ 
分析/改善 

経営戦略 
事業計画 

人材 
モデル 

To Be 
ファンクション 

モデル 

育成計画 
評価モデル 
運用モデル 

ローテーション 

スキルセット 
課題 

ギャップ情報 
（現状・目標の 

ギャップ） 

投資効果 
見直し策 
（改善策） 

現行業務プロセス 
SLCP 

要求
分析 

SLCP 
 

企業 
活動領域 

エンジニア 
保有スキル 

要求モデル 

目標・戦略・計画 

インプット アウトプット 

要求モデル 

組織・機能モデル As Is機能 

プロセスモデル 

要求モデル 

要求モデル 

要求モデル 要求モデル 

To Be機能モデル 

To Be機能モデル 

プロセスモデル 

スキルモデル 

To Beスキルモデル 

To Beスキルモデル 

To Be機能モデル 

人材像 

As Isスキル 
To Be/As Isギャップ 

要求モデル 

To Be/As Isギャップ 

OFF-JTモデル 

育成モデル 

ローテーションモデル 

運用モデル 

評価モデル 
育成モデル 

ローテーションモデル 

運用モデル 

評価モデル 

評価結果 

改善策 

活用プロセス 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

要求分析 

スキルモデル 
構築 

現状把握 

人材育成計画 
実施/評価/改

善 

機能分析 

⑦ 

人材育成計画 
策定 

人材像策定 
 

ITSS活用プロセス ITSS活用の手引き 

UISS活用プロセス UISS活用ガイド 

CCSF活用プロセス CCSF活用ガイド 

スキル標準の活用プロセス 

タスク 
分析 

各定義 
改訂版 

タスク定義 
役割定義 

育成計画 
評価指標 
運用計画 

ローテーション 
計画 

タスク判定基準 
役割定義判定基準 

課題 
ギャップ情報 

（現状・目標の 
ギャップ） 

投資効果 
見直し策 
（改善策） 

組織機能 
検証結果 要件定義 

経営戦略 
事業計画 

現行業務 
プロセス 

タスク 
ディクショナリ 

要件分析 タスク 
役割定義 

評価項目・ 
判定基準 

設定 

試行と確定 現状把握/ 
ギャップ分析 

人材育成 
計画策定 

人材育成 
計画実施/ 
分析/改善 

組織 
ミッション 

スキル 
ディクショナリ 

過去から一貫した手順 
 

i CD活用プロセス 
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教育計画の策定  

事業計画 経営戦略 

タスク・スキル 

コースシラバス 
教育コース群（体系図） 

研修ロードマップ 

研修コース一覧 

    

タスク・スキルの検討 

タスク・スキル・知識－教育対応 

教育の設定 

スキル・知識と教育プログラムの 
紐づけ 

役割定義 

領 域  中項目  小項目   領 域  中項目  小項目 

ビジネス 経営・事業戦略 経営戦略・経営分析 ＩＴ コンピュータシステム コンピュータの構造と原理 

    マーケティング     プログラミング言語／アルゴリズム 

    財務・会計     ハードウェア／ソフトウェア 

    人的資源管理   個別要素技術 ネットワーク／データベース 

    組織戦略     セキュリティ 

    オペレーションマネジメント     ヒューマンインタフェース 

  技術戦略 技術開発戦略     マルチメディア 

    製品開発戦略     ＷＥＢ関連技術／その他先端技術 

    標準化戦略   情報システムの開発 システム開発手法 

    知的財産マネジメント   と運用 プロジェクトマネジメント 

    産学連携・アライアンス戦略     システム運用 

  情報化戦略 情報システム戦略     ＩＴサービスマネジメント 

    業務分析手法／業務改革手法   情報システムの活用 情報システムの構成要素 

    全体最適化手法     情報システムの役割 

    業務継続計画     情報システム活用戦略 

    ＩＴ活用イノベーション   技術・業界動向 先端技術動向 

    
 （ＩＴ活用による新価値創造戦
略） 

    （例）クラウド関連技術、ビッグデータ処理 

イノベーション イノベーション戦略 イノベーションマネジメント     技術、モバイル関連技術 

    イノベーションプロセス     ＩＴ関連産業動向 

    オープンイノベーション   ＩＴイノベーション 多様な産業におけるＩＴ活用動向 

    アントレプレナーシップ       （例） ＩＴを活用した新サービスの動向 

      （起業・ベンチャービジネス論）     ＩＴ融合の現状と事例 

  サービスサイエンス サービスビジネスモデル     ＩＴ活用イノベーション 

    サービスモデリング       （ＩＴ活用による新価値創造戦略） 

    サービスイノベーション パーソナル   ロジカルシンキング 

    認知科学、行動科学     クリエイティブシンキング 

    心理学、行動経済学     プレゼンテーション 

  デザイン デザイン戦略・デザイン思考     ネゴシエーション 

    ビジネスエスノグラフィ     ファシリテーション 

    人間中心デザイン     リーダーシップ 

    人間工学、感性工学 グローバル   語 学 

          グローバル市場動向 

            世界政治・経済情勢 

iコンピテンシ・ 
ディクショナリ 

要件分析 タスク分析 タスク役割り定義 
評価項目・ 
判定基準 
設定 

試行と確定 
現状把握/ 
ギャップ分析 

人材育成 
計画策定 

人材育成 
計画実施/ 
分析/改善 

教育一覧 

20 
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Ｉ
Ｔ
技
術
者 

企
業
・
団
体
・
組
織 

ビジネス戦略 

自社タスク 
構築 

Career Design Business Oriented 

i CD 
 
 
 

教育機関 

ゴール 

スキル 
把握 

キャリアパス 

スキルアップ 
実践・経験 

タスク構成 

役割・ 
人員配置 

ゴール 

トレーニング 

i CD活用のイメージ 

キャリア目標 

スキル向上 
計画 

人材育成計画 

21 
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i CDの運用 

参照 

スキル 
ディクショナリ 

タスク 
ディクショナリ 

サービス 
インテグレーション 

モデル 
中小SI ・・・ 

委員会 

各種委員会、コミュニティ 

コミュニティ 

SI型 
ビジネステンプレート 

・・・ 

次世代型 

・・・ 

ITスキル／知識／ITヒューマンスキル 

タスク／スキルで
リンク 

ITSS 

タスクディクショナリ 

スキルディクショナリ 

職種ビュー、役割定義 

i CD 

22 
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ご清聴ありがとうございました。 
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